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山口県文書館では平成 22年度から，学校教育現場との連携という観
点で所蔵資料を捉えなおし，授業で活用しやすい形で学校教育現場へ
提供する取り組みを行っている。その成果は，『山口県文書館研究紀要』
第 38号・39号に掲載した。本稿はその続編である。

平成 23 年度，「アーカイブズガイド―学校教育編―」の利活用の促
進を図るため，当館Web サイトに PDF でアップロードした。データの
一括ダウンロードの他，教科書の項目毎に各トピックを表示できるよう
にした。これにより，資料の鮮明な画像をカラーで閲覧できるようにな
り，さらにデジタルデータであるため，学習プリントへの画像の取り込
み等，授業での活用が容易になった。（http://ymonjo.ysn21.jp/）

この資料集で紹介している資料は，一部を除き，基本的には館内での
閲覧が可能である。教材研究の過程で，先生方が実物の資料を手に取り，
閲覧できることは，魅力ある授業づくりに大いに役立つとともに，臨場
感あふれた授業実践につながると考えている。

当館では，この資料集が文書館と学校教育現場の架け橋となることを
願っている。授業実践に関し，学校教育現場と情報の共有を図りたいと
考えているので，資料に関する質問や活用方法等についての問い合わせ
があれば，ぜひ当館に相談していただきたい。

ü項目立ては東京書籍の中学校新課程教科書『新しい社会　歴史』に準
拠した。本稿のトピックの番号は，前稿からの通番とした。
ü原稿執筆にあたっては，No.76 ･ 77，79 ～ 81 を和田，No,78，82
～ 94を金谷，No,95 ～ 102 を山本が担当した。

＜史料紹介＞

山口県文書館所蔵アーカイブズガイド－学校教育編（3）－

山本明史・和田秀作・金谷匡人
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章 節 項 38・39号 40号

1
古
代
ま
で
の
日
本

1-1 文明のおこりと
日本の成り立ち

1-1-1　世界の古代文明と宗教のおこり
1-1-2　日本列島の誕生と縄文文化
1-1-3　弥生文化と邪馬台国
1-1-4　大王の時代 1 76

1-2 古代国家の歩み
と東アジア世界

1-2-1　聖徳太子の政治改革
1-2-2　大化の改新
1-2-3　律令国家の成立と平城京
1-2-4　奈良時代の人々のくらし
1-2-5　天平文化
1-2-6　平安京と東アジアの変化
1-2-7　摂関政治と文化の国風化 77

2
中
世
の
日
本

2-1 武士の台頭と鎌
倉幕府

2-1-1　武士の成長
2-1-2　武家政権の成立 2 78
2-1-3　武士と民衆の生活 46
2-1-4　鎌倉時代の文化と宗教 79

2-2 東アジア世界と
のかかわりと社
会の変動

2-2-1　モンゴルの襲来と日本 3
2-2-2　南北朝の動乱と室町幕府 4 80
2-2-3　東アジアとの交流 5
2-2-4　産業の発達と民衆の生活
2-2-5　応仁の乱と戦国大名 6・47
2-2-6　室町文化とその広がり 81

3
近
世
の
日
本

3-1 ヨーロッパ人と
の出会いと全国
統一

3-1-1　キリスト教世界とルネサンス
3-1-2　ヨーロッパと外の世界
3-1-3　ヨーロッパ人との出会い 7
3-1-4　織田信長･豊臣秀吉による統一事業 8
3-1-5　兵農分離と朝鮮侵略 9
3-1-6　桃山文化 10

3-2 江戸幕府の成立
と鎖国

3-2-1　江戸幕府の成立と支配のしくみ 11・48
3-2-2　さまざまな身分とくらし 12・49 82
3-2-3　貿易の振興から鎖国へ 13・50
3-2-4　鎖国下の対外関係 14・51

3-3 産業の発達と幕
府政治の動き

3-3-1　農業や諸産業の発達 15・52 83
3-3-2　都市の繁栄と元禄文化 16・17 84
3-3-3　享保の改革と社会の変化 18
3-3-4　田沼の政治と寛政の改革 19～ 21 85
3-3-5　新しい学問と化政文化 22・23・53 86 ～ 89
3-3-6　外国船の出現と天保の改革 24 90・91

4-1 欧米の進出と日
本の開国

4-1-1　近代革命の時代
4-1-2　産業革命と欧米諸国
4-1-3　ヨーロッパのアジア侵略 25
4-1-4　開国と不平等条約 26・27
4-1-5　江戸幕府の滅亡 28・29・54 92
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章 節 項 38・39号 40号

4
開
国
と
近
代
日
本
の
歩
み

4-2 明治維新

4-2-1　新政府の成立 30・55 93・94

4-2-2　明治維新の三大改革 31・32・56

4-2-3　世界とつながる日本と文明開化 57

4-2-4　岩倉使節団と殖産興業 33・34・58

4-2-5　近代的な国際関係

4-2-6　自由民権運動の高まり 35・59

4-2-7　立憲制国家の成立 60

4-3 日清・日露戦争
と近代産業

4-3-1　欧米列強の侵略と条約改正 95

4-3-2　日清戦争 61・62 96

4-3-3　日露戦争 63・64

4-3-4　韓国と中国 65 97

4-3-5　産業革命の進展 36

4-3-6　近代文化の形成 37・38

5
二
度
の
世
界
大
戦
と
日
本

5-1 第一次世界大戦
と日本

5-1-1　第一次世界大戦 66

5-1-2　ロシア革命

5-1-3　国際協調の高まり

5-1-4　アジアの民族運動 98

5-1-5　大正デモクラシーと政党内閣の成立 67 99

5-1-6　広がる社会運動と普通選挙の実現 68

5-1-7　新しい文化と生活 69 100

5-2 世界恐慌と日本
の中国侵略

5-2-1　世界恐慌とブロック経済

5-2-2　欧米の情勢と日本 101

5-2-3　日本の中国侵略 39・70

5-2-4　日中全面戦争 40 102

5-3 第二次世界大戦
と日本

5-3-1　第二次世界大戦の始まり

5-3-2　太平洋戦争の開始 41

5-3-3　戦時下の人々 42・43・71

5-3-4　戦争の終結 44・72

6
現
代
の
日
本
と
世
界

6-1 戦後日本の発展
と国際社会

6-1-1　占領下の日本 45

6-1-2　民主化と日本国憲法 73・74

6-1-3　冷戦の開始と植民地の解放

6-1-4　独立の回復と 55年体制

6-1-5　緊張緩和と日本外交

6-1-6　日本の高度経済成長 75

6-2 新たな時代の日
本と世界

6-2-1　冷戦後の国際社会

6-2-2　変化の中の日本

6-2-3　よりよい未来に向けて
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【解説】
３世紀後半から６世紀末ころにかけて，王や豪族を葬るための大きな
墓（古墳）が盛んに作られました。大部分の古墳の内部には，副葬品と
して，銅鏡・玉・銅剣などの祭りの道具や，冠・馬具・鉄製の武器，農
具などが納められました。それらは，古墳に葬られた人の性格や，古墳
が作られた時期を解明する有力な手がかりとなっています。
写真は，明治時代に作成された赤妻古墳（山口市）の副葬品の拓本と
スケッチです。カラー写真が普及していなかったこの時代に，古墳から
見つかった勾玉や銅鏡，小刀，櫛などが色鮮やかに描かれています。
赤妻古墳は，５世紀前半に作られた，山口盆地における畿内の影響を
受けた古墳としては最古のものです。周囲に壕をめぐらした円墳もしく
は帆立貝式古墳と考えられています。これまで，石棺が二つと小石室が
一つ見つかっていますが，写真の勾玉や白銅鏡が納められていた舟の形
をした石棺（舟形石棺）は，県内唯一の事例として，山口県有形文化財
に指定されています。現在，この石棺は山口県立山口博物館に，勾玉や
白銅鏡は東京国立博物館に保管されています。
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【解説】
平安時代半ばの貴族たちは，唐風の文化をふまえながらも，日本の風
土や生活，日本人の感情に合った文化 ( 国風文化）を生み出しました。
漢字を変形させて，日本語の発音をあらわせるように工夫した仮名文
字はその代表的なものの一つです。これらの仮名文字を使って，天皇の
后に仕えた才女たちがすぐれた文学作品を生み出しました。
紫式部の「源氏物語」は，その代表的な作品です。11世紀初めころ
に成立したこの作品は，54帖からなる大作で，宮廷や貴族の生活を題
材にした構成・心理描写・自然描写には大変すぐれたものがあるとして，
国際的な評価もきわめて高いものです。
写真は，戦国時代の武将ですぐれた歌人でもあった細川幽斎（1534
～ 1610）が書き写した「源氏物語」の注釈書です。当時の武士たちは，
連歌などをたしなむためにも，一般教養として，源氏物語に関する基本
的な知識を身につけておく必要がありました。戦国武将と源氏物語。一
見すると意外な組み合わせですが，源氏物語が古典として後世に読み継
がれてきた要因としてこういった側面もありました。
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【解説】
「承久記」は，1221（承久 3）年に後鳥羽上皇の挙兵によって起こさ
れた承久の乱を記した合戦記です。たくさんの異本がありますが，もっ
とも古いとされる慈光寺本の成立は鎌倉中期ころと推定されており，教
科書等でよく目にする「北条政子の演説」を載せる「吾妻鏡」の成立と
時期的にはさほどかわりません。そして，この「承久記」にも，「北条
政子の演説」が記されています。
写真は，当館蔵の「承久記」（近世初頭に刊行された古活字本）に載
せる北条政子の演説の部分です。一番右の行から，二位殿（北条政子）
が大姫君（娘）や故殿（夫・源頼朝）らに先立たれた悲哀と頼朝の御恩
を滔々（とうとう）と説き，軍勢に向かって去就を明らかにせよと迫る
くだりは迫力満点です。
「吾妻鏡」の書きぶりとは微妙に異なりますが，上皇の挙兵をうけた
源氏の軍勢の緊迫した様子がよく伝わってきます。
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【解説】
「平治物語絵巻」は，藤原信頼と手を組んで挙兵した源義朝を平清盛
が破り，平氏の全盛期をもたらすきっかけとなった平治の乱を描いた絵
巻物です。群像表現にすぐれ，鎌倉時代の合戦絵巻の最高傑作と評価さ
れています。
写真は，鎌倉時代後半に作られた「平治物語絵巻」（三条殿夜討巻）
の中から，御白河上皇が御所である三条殿から内裏へ移される場面を後
世に模写したものです。上皇を強引に乗せた牛車を，信頼・義朝方の武
士たちが厳重に警護しながら，内裏へ向かっています。馬に乗った鎧武
者やなぎなたを持った歩行姿の雑兵に取り囲まれた牛車のすぐ前，馬上
でふりむいている直衣姿の人物が，この一行の中心人物・信頼と思われ
ます。一方，牛車の後方，稚児髷姿の人物の後ろで黒い馬にまたがって
いる武士が義朝でしょう。また牛車の手前には，慌てて駆けつけたため
か，烏帽子を直している馬上の人物の様子が生き生きと描かれています。
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【解説】
約 60年間にわたって，吉野と京都の南北二つの朝廷とそれぞれに味
方する勢力が，全国的に争った南北朝の動乱を終わらせたのが，尊氏の
孫の足利義満 (1358 ～ 1408) です。
室町幕府は，鎌倉幕府をまねた支配のしくみを整えますが，政権の所
在地が鎌倉ではなく京都であった点や，執権ではなく管領が将軍の補佐
役として力を持った点が大きく違います。そして，幕府は朝廷が持って
いた政治的，経済的な権限を次第に吸収していき，全国を支配する唯一
の政権となりました。こうして，足利義満は公家・武家両勢力の頂点に
立ちました。
写真は，足利義満が 1397（応永４）年９月，周防国の武士である平
子（たいらご）重房に対して，これまで通りに仁保荘（山口市）の地頭
職を保有することを認めた文書です。
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【解説】
連歌は，複数の人間が和歌の上句と下句を交互
に詠み連ね，新しい作品を作り上げていく，知
的なゲームです。ある時期から「源氏物語」に
由来する詞が利用されるようになり，それを知
ることが必須の教養とされました。連歌の会は，
宗匠（そうしょう。会を取り仕切る指導者）の
もと，一定のルールに従って，酒食を共にしな
がら行われました。もちろん景品も用意されて
おり，参加者は，創造と想像の世界を共有しな
がら濃密な時を一緒に過ごすことにより，人間
関係を深めました。
周防・長門を中心に数か国を治めていた大内
氏の関係者及びその勢力範囲にあった土地にお
いても，連歌は盛んに行われました。宗祇など

一流の連歌師から直接指導を受けたこともあって，大内家の連歌は戦国
期の連歌の中心的存在であったと高く評価されています。「大内連歌師」，
「大内殿内連歌師」などとよばれた連歌の名手の中には，大内氏の家臣
が多数含まれていました。
写真上は，「大内家壁書」，「大内
氏掟書」等とよばれる大内氏の法
令で，この中に大内氏の館で毎月
行われる連歌の懐紙（連歌を書き
つける横長の紙）を保管するよう
に定めた規定があります。
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【解説】
江戸時代には，百姓や町人とは

別に，「えた」や「ひにん」とよばれた人々がありました。萩藩にも，
えた・ひにんのほか宮番，茶筅（ちゃせん）などがあり，これらの人々
は他の身分の人々から厳しく差別されました。村の運営や祭りからも除
外され，住む場所や職業を制限され，服装や髪型にいたるまでさまざま
な規制を受けました。
写真は，1737（元文 2）年に萩藩が領内のえたに対して，平人に紛
れるのはけしからんことだとして，彼らを一見してえたとわかるような
髪型に改めさせ，もし違反したら重い罰を与えるとした資料です。
この資料が出された江戸時代中期は，権力による差別政策が強化され
た時期にあたっています。民衆のあいだにも，彼らに対する差別意識が，
深く根を張っていきました。
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